
 将来都市構造図（案）  

これまでの主な都市づくり 現段階における検討の視点（案） 

• 柳島スポーツ公園の整備（H29年度予定） 
• 道の駅の整備（平成31年度予定） 

• （仮称）茅ヶ崎市歴史文化交
流館の整備（H33年度予定） 

• 下寺尾官衙遺跡群が国の史跡に指定 

• 新庁舎供用開始（H28.1～） 
• 仮設庁舎跡地の利活用 

• 浜見平地区の整備 
• 複合施設ハマミーナ供用開始（H27.1） 

• さがみ縦貫道路の全
面開通（H29.2） 

• 萩園地区産業系市街地整備 

• 特別緑地保全
地区の指定 

• 香川駅西口駅前広場の供用開始 

• 新国道線街路事業の推進 

• 東海岸寒川線（高
田地区）の整備 
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• 高齢化の進行が著しい地域におけ
る多世代共生拠点の整備の検討 

• もっと歩きやすくなるための
まち改善プロジェクト 

東海岸寒川線（高田地区）の整備が進み、都
市計画区域の整備、開発及び保全の方針等では
幹線道路として位置付けられている。産業道路や
さがみ縦貫道路とは特色が異なるが、南北軸の新
たな交流軸として位置づけを検討 

柳島スポーツ公園や道の駅等については柳島
キャンプ場などの既存施設との一体的な利活
用を検討 

隣接市との関連性として「いずみ野線延伸」の追
加を検討 

（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館等の
整備により、自然と歴史・文化の視点にお
ける取り組みを検討 

さがみ縦貫道路の全面開通により 
広域的な交流が予測され、新たな
交流軸として位置づけを検討 

国道134号沿線では、国道134号沿線の活
性化に関する基本方針や柳島向原地区土地
利用基本計画等が策定され、今後様々な取
り組みが予測される。広域的な視点に着目し、
新たな交流軸として検討 


